
部会意見対応状況報告 について

１ 公共事業評価の流れ

事業構想

大規模事業評価 ※全体事業費100億円以上の公共事業

事
前 事業箇所評価 ※３年以内に実施予定の公共事業の実施箇所毎

新規事業箇所調書 ※翌年度に実施する新規事業箇所

事業着手

事業箇所評価 ※３年以内に実施予定の公共事業の実施箇所毎

（５年又は10年）

事
中 公共事業再評価 ※５年未着手，10年未完了，再評価後５年等の事業

（１年後及び適切な時期）

部会意見対応状況報告 ※答申で条件や意見が付された事業
【今回部会で報告】

事業完了

（２年以内）

再評価事業完了報告 ※公共事業再評価を実施した事業
事 （１次事後評価） 【第６回部会で報告予定】
後

（５年以内）

＜試行＞２次事後評価 ※実施要件等については検討中
【第６回部会で報告予定】

２ 部会意見対応状況報告
再評価を実施した公共事業のうち，答申で条件や意見が付された事業及び事業種について，
再評価を行った翌年度及び意見の内容に応じた適切な年度に，「部会意見対応状況報告書」を
部会に提出し説明する。

〔報告の内容〕
答申の条件や意見に対する再評価後１年間の対応状況等
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